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「歯科衛生士が活躍する場」 

          岡崎市民病院 歯科口腔外科 

歯科衛生士 向井 紗耶香 

 

近年、歯科衛生士の活躍する場は多岐に渡ってきています。 

令和６年度にはすべての市町村で「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施」

が行われます。それに伴い、歯科衛生士はオーラルフレイル予防の保健指導ができる

事が求められます。また、大規模災害発生時には中・長期にわたる避難生活で発生す

る災害関連死の原因の１つである誤嚥性肺炎を予防する上で、口腔管理を支援する歯

科衛生士の役割は重要です。 

今後、全身と口腔の関連について認知が深まるにつれ、歯科衛生士は歯科疾患の予

防、健康の保持増進の一端を担えるよう求められると思われます。診療所や病院に来

院する患者さんだけなく、地域に出向き活動する事も増えてくるでしょう。そのため

には多職種と対等にコミュニケーションがとれる知識と技術も必要となってきます。 

当院の実習では、外来での実習の他に手術室での見学、入院患者の嚥下内視鏡検査

の見学、緩和ケア病棟・一般病棟・ICU での口腔ケアラウンドの見学、糖尿病治療の

ため教育入院中の患者さんへの保健指導の見学等を行っています。様々な病気、背景

を抱えた患者さんに対し歯科衛生士が介入する目的、ケアの内容は異なり、看護師、

言語聴覚士、管理栄養士、薬剤師等と相談し連携して進める事もあります。実習を通

して歯科衛生士の役割、活躍できる場はいくつもある事を知ってもらえればと思いま

す。 

 先日、埋伏智歯抜歯の補助をした実習生が「吸引、上手になったね」と歯科医師か

ら褒められ、安堵した表情で嬉しそうにしていました。また、別の実習生は嚥下内視

鏡検査を見学後、実習帳に「検査の事を勉強し、また見学したい」と書いており嬉し

く思いました。実習中には上手にできた事、少しでも興味が湧いた事を１つでも増や

して、将来、歯科衛生士として経験を積んだ時に、自信をもって専門性を語る事がで

きる歯科衛生士になって欲しいと思います。 

三河歯科衛生専門学校 
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１ 第１期臨床実習より 

 １期の臨床実習を終え、１２月２１日

に１期実習まとめを行いました。 

実習まとめでは、自己評価や自己反省

などを踏まえつつ、１期実習の振り返り

を行いました。結果は以下の通りです。 

 

基本的事項に関する評価 

社会人としての

基本姿勢 

(７項目 

 合算平均） 

患者理解 

(２項目 

 合算平均） 

学習姿勢 

(６項目 

 合算平均） 

よくできた 55.2％ 59.5％ 33.9％ 

できた 34.7％ 27.0％ 40.7％ 

あと少し 7.7％ 13.5％ 23.1％ 

できなかった 1.2％ 0.0％ 2.3％ 

８割近くの学生が「できた」と評価し

ましたが、この評価に満足せず更に己を

高めてもらいたいです。社会人としての

基本姿勢（挨拶・返事・自己管理・忘れ

物など）は、努力次第で行える事項です。

自らの行動を反省し、真摯な態度で取り

組みましょう。 

 
実習帳に関する

評価 
 (５項目合算平均） 

歯科診療補助に

関する評価 
 (13 項目合算平均） 

よくできた 32.4％ 24.4.％ 

できた 44.3％ 38.3％ 

あと少し 19.4％ 30.1％ 

できなかった 3.8％ 2.3％ 

実習していない 0.0％ 4.8％ 

歯科診療補助に関する評価の振り返り

からは、『清潔・不潔が身に付いていなか

った。術式や薬剤名の理解が不十分で積

極的に動くことができなかった。』『緊張

してしまい自分から動くことができず、

患者さんに対する声掛けが十分にできな

かった。患者さんの細かい表情や動きに

注意し、患者さんの状況に合わせた対応

を心掛けたい。』『１期は疑問をその場で

質問することができず、積極性が足りな

かった。２期では積極的に質問して、自

らの学びを深めたい。』など、次の実習に

向けての課題が見つかる結果となりまし

た。この反省を生かして、実習生として

少しでもスキルアップできるよう、２期

も頑張ってほしいです。 

２ 臨床実習報告会 

毎週木曜日「実習報告会」の時間では、

学生が１期臨床実習で学んだことを振り

返り、約１０分間で発表します。興味を

持った内容について教科書やインターネ

ットで調べ、他の学生と共有することで

今後の実習に生かします。 

３ 学校行事より 

 １２月２２日（金）、１・２年生合同レ

クリエーションで、伊勢神宮・おかげ横

丁へ行ってきました。学外活動の散策で

は、晴天に恵まれクラスメイトと楽しむ

ことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 主な行事予定 

・２期臨床実習 1/ 10（水）～3/ 19（水）  

・国家試験         3/ 3（日） 

・卒業式          3/ 7（木） 

・終業式          3/21（木）


